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）

　明治28（1895）年８月、松山に赴任していた夏目漱石の下宿「愚陀佛庵」に、帰省した正岡子
規が身を寄せ、2人の共同生活が始まりました。2人のもとには、子規の友人・柳原極堂をはじめ
とする松山の俳句結社・松風会の会員たちが集います。子規は松山で新しい俳句についての考えを
まとめ、また漱石と極堂は子規とともに俳句に励み、子規の俳句革新運動を支えました。愚陀佛庵で
の日々がその後の日本近代文学に大きな影響を与えました。平成29年は、近代俳句の先駆者となっ
た子規、そして松山で子規を見守り、支えた親友の漱石と極堂が生誕150年を迎える記念の年です。

ぐ    だ ぶつ あん

しょうふうかい

子規と漱石が松山で
52日間同居した「愚陀佛庵」

子
規
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る

子規・漱石生誕150年

柳
原

　
極
堂

（
１
８
６
７
〜
１
９
５
７
）

やなぎはらきょくどう

主な
取り組み

子
規・漱
石
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業

　子規
と
漱
石
が
松
山
で
俳
句
作
り
に
熱
中
し
た
こ
と
、
漱

石
が
子
規
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
留
学
し
、

世
界
を
体
験
し
た
こ
と
、
現
代
に
通
ず
る
文
学
を
の
こ
し
た

こ
と
な
ど
、等
身
大
の
2
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
効
果
的
に
盛
り
込
み
、
松
山
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
っ
た
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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第
15
回
坊
っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞

　漱
石
ゆ
か
り
の
松
山
か
ら

新
し
い
青
春
文
学
の
創
造
を

目
指
し
て
創
設
し
た
文
学

賞
。
こ
れ
ま
で
の
小
説
部
門

に
加
え
、
生
誕
1
5
0
年
を

記
念
し
て「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー

ト
部
門
」
を
新
設
。

【
締
め
切
り
】
6
月
30
日
㈮

（
消
印
有
効
）

②
子
規
記
念
博
物
館
常
設
展

の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　子
規
記
念
博
物
館
の
常
設

る
」
を
は
じ
め
多
く
の
小
説
作

品
を
の
こ
し
て
お
り
、
松
山
と

縁
が
深
い
代
表
作
と
し
て
小
説

『
坊
っ
ち
や
ん
』
が
あ
る
。『
坊
っ

ち
や
ん
』
は
現
在
も
松
山
の
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
松
山
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　東
京
出
身
。
近
代
日
本
を
代

表
す
る
文
豪
。
子
規
と
は
学
生

時
代
か
ら
の
親
友
。
明
治
28
（
１

８
９
５
）
年
に
教
師
と
し
て
松

山
へ
赴
任
し
、
約
１
年
間
英
語

を
教
え
る
。
愚
陀
佛
庵
で
子
規

と
52
日
間
同
居
し
、
本
格
的
に

俳
句
を
学
ぶ
。「
吾
輩
は
猫
で
あ

問①④＝文化・ことば課☎948―6952・FAX934―1287、②③⑤＝子規記念博物館☎931―5566・FAX934―3416、⑥＝観光・国際交流課☎948―6558・FAX943―9001

　松山出身の俳人、新聞記者。子規
とは少年時代からの親友。子規から
俳句の指導を受け、子規のために俳
句雑誌「ほとゝ

と

ぎす」を松山で創刊す
るなど、子規の俳句活動を支える。
子規が亡くなった後は、松山で子規
の研究と顕彰に力を尽くし、現在も
続く「松山子規会」を発足。子規の功
績は今日広く知られているが、それ
は極堂のひたむきな顕彰活動があっ
てこそのものであり、それらの功績
により昭和32（1957）年、本市初の
名誉市民となる。
※子規記念博物館では子規・漱石に
極堂もあわせた3人の顕彰事業を行い
ます

展
に
新
た
に
映
像
機
器
を
導

入
す
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が

楽
し
め
る
よ
う
、
一
部
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

【
時
期
】
４
月
を
予
定

③
子
規
記
念
博
物
館�

子
規
・

漱
石
・
極
堂
生
誕
1
5
0
年

記
念
特
別
企
画
展

　子
規
・
漱
石
の
友
情
や
松

山
で
の
日
々
、
極
堂
を
は
じ

め
と
す
る
友
人
た
ち
と
の
交

流
な
ど
に
つ
い
て
、
直
筆
の

資
料
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら

３
人
を
顕
彰
。

【
時
期
】
４
月
下
旬
～
５
月

下
旬
を
予
定

④
子
規
・
漱
石
生
誕
1
5
0

年
記
念
第
20
回
俳
句
甲
子
園

　高
校
生
が
５
人
１
チ
ー
ム

で
俳
句
の
作
句
力
と
鑑
賞
力

を
競
う
全
国
大
会
。

【
時
期
】
地
方
大
会
＝
６
月

中
旬
▼
全
国
大
会
＝
８
月
下

旬【会
場
】
地
方
大
会
＝
全
国

各
地
の
会
場
▼
全
国
大
会
＝

大
街
道
商
店
街
特
設
会
場
・

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
湊
町
七
丁
目
）

⑤
子
規
・
漱
石
・
極
堂
生
誕

1
5
0
年
記
念
式
典
（
予
定
）

　子
規
・
漱
石
・
極
堂
に
詳
し

い
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。

【
時
期
】
10
月
中
旬
を
予
定

【
会
場
】
子
規
記
念
博
物
館

（
道
後
公
園
）
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シ

ョ

ナ
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n
t
e
r
n
a
t
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na
l
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ォ

ト

h
o
t
o
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ク

a
i
k
u�

　

Fフ
ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

e
s
t
i
v
a
l
』（
仮
称
）

　年
間
を
通
じ
て
俳
句
と
市

内
観
光
が
体
験
で
き
る
ま
ち

歩
き
商
品
の
提
供
や
写
真
俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
予

定
。

い
っ
た
多
く
の
文
学
者
と
交
流

を
も
ち
、
の
ち
の
文
学
史
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
松
山

を
詠
ん
だ
代
表
作
に
「
春
や
昔

十
五
万
石
の
城
下
哉
」
が
あ
る
。

　松
山
出
身
の
文
学
者
。
本
名

は
常つ

ね

規の
り

。
脊
椎
カ
リ
エ
ス
と
い

う
難
病
と
闘
い
な
が
ら
も
、
俳

句
・
短
歌
・
文
章
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
の
革
新

運
動
に
取
り
組
み
、
日
本
の
近

代
文
学
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
。

ま
た
、
夏
目
漱
石
・
森
鷗
外
と

第14回坊っちゃん文学賞

毎年熱戦が繰り広げられる

子規・漱石が照葉狂言を観
覧した大街道の「新栄座」

平成13（2001）年に復活し
た「坊っちゃん列車」


